
岡 東 支 第 29号
今 和 7年 5月 1日

関係各位

岡山県立岡山東支援学校

校長  原 田 敬 子

岡山県立岡山東支援学校修学旅行実施事業

公募型プロポーザルの実施について (お 知 らせ )

平素より、本校の教育活動への御理解 と御協力ありが とうございます。

さてそ この度本校では、教育活動の充実のため、標記の業務について、別紙妥領の と

おり公募型プロポーザルを実施いたします志

つきましては、プロポーザルヘの参加申し込みがありましたら、次のとおり参加申込

書をご提出ください。                             ・

言己

I事業概要

(1)名 称

岡山県立岡
:山

東支援学校修学旅行

(2)目 的 、
O居住地とは異なる地域の産業。文化や施設等に興味をもつとともに、体験を通して、その

地域の歴史や社会等についての見間を広めるb

O集団行動や共同生活の体験を通して、望ましい態度や習慣を身に付ける。

(3)調達内容みび見積もり限度額
別紙①イ今和8年度岡山県立岡山東支援学校肢体不自由部門小学部 修学旅行仕様書」
別紙② f今和8年度岡山県立岡山東支援学校肢体不自由部門中学部 修学煉行仕様書」
別紙③「今和8年度岡山県立岡山東支援学校肢体不自由部門高等部 修学旅行仕様吉」
別紙④「今和8年度岡山県立岡山東支援学校知的障害部門小学部 修学旅行仕様書」
別紙⑤「今和8年度岡山県立岡山東支援学校知的障害部門中学部 修学旅行仕様書」

(仕様書ごとに各 プ々ロポーザルを実施するため、5つの学部のうち二部のみ参カロも可能)

2参 加申込の提出期限および場所

(1)提出書類 参カロ申込書 (別紙様式 I)1部
(2)提 出期FR  今和 7年 5月 15日 (木)午後 5時 まで (兇着 )

(3)提出場所

(4)提 出方法

岡山県立岡山東支援学校

住  所  :〒 703‐ 8216 岡山市東区宍甘 iO18
電  話  :086-279-3020
FAX :086-279+6973
担 当 者  :永 薩(総括教務)、 佐宮(副校長)

持参または郵送



別紙仕様書①

2旅行先

3訪問先

今和8年度岡山県立岡山東支援学校

肢体不自由部門小学部修学旅行仕様書

1旅行日程 今和8年 10月 29日 (木)～30日 (金)1泊 2日

出 発 10:00頃 (」R岡 山駅 )

到 着 15:OO頃 (JR岡 山駅 )

兵庫県姫路市内

姫路科学館、姫路市立水族館は挺ず入れること。

アレルギー物質 (大豆、マメ科植物、小麦 、ごま、卯、甲殻類全て、木の実類全て、そば(少

量でも×)、 犬、猫、ハウスダスト、スギ、ヒノキ)が常時飛散しない活動場所であること。

4参加予定人数  3名 児 童 :男 子2名  女子 1名  計3名 (車椅子利用児童3名 )

教職員 :計 4名

看護師:1名 (医療的ケア対応のため)

保護者 :女性 1名 (医療的ケア対応のため)

(人数や男女比率は、現時点で未定である。)

5旅行費用 消費税を含めて43,000円 以内

6交通機関 岡山一姫路間は、新幹線。(車椅子スペースを希望する。)

姫路市内の移動は、福祉タクシー2台。(2名 は座席に移乗することが可能であるが、車椅

子に乗車したまま乗車できることが望ましい。車椅子3台のうち、1合 は大型である。)

7宿 舎

姫路市立宿泊型児童館 星の子館、もしくt事 、以下の条件を満たす宿舎であること。

(|)マル適マークがあり、安全・衛生・環境に十分配慮されていること。

(2)旅館賠償責任保険加入済みであること。

(3)食事は、再調理 (軟図形食)の対応ができること。

・軟図形食 1食

もしくは、再調理の対応が難しい場合は、外注の弁当を手配して、持ち込み可能なこと。

(4)児童の指導上、分宿は避け、できるだけ同ニフロアが望ましい。

(5)部屋については、1部屋3名 以上で泊まれる部屋を確保すること。また、帯同する保護者 1名 の

ための部屋を確保すること。

児童 (男 子 1名 )+教職員 |～ 2名 1部屋

児童 (男 子 1名 )十保護者 1名 1部屋 医療的ケアが捲要

児童 (女子 1名 )十教職員2～ 3名 1部屋

看護師 1名 1部屋

(6)大浴場を貸し切りにできること。または、風呂付の部屋を確保できること。

8児童の実態と障害に関する配慮事項

(|)肢体不自由のある児童であり、全員身体障害者手帳を所持している。3名 が車椅子を常時使用し、

移動、食事等において半介助で配慮を捲要とする。そのうち、1名 はリクライニングが可能な大型の

車椅子を使用している。3名 とも歩行が可能であるが、踏要に応じて車椅子を使用し、常時見守りと

随時介助が雖要である。1名 が医療的ケア (吸引、胃凄からの注本)の 兇要な児童である。利用す

る宿舎及び訪問先の施設はエレベーター、多目的トイレが設置されているバリアフリーの施設を希

望する。また、乗り物の乗降時間や施設内の移動時間を十分確保すること。

(2)行程について、医療的ケア (胃 凄からの注人)を 実施するため、両白とも、10:30及び 14:30の 前

後各 15分 間は福祉タクシーでの移動時間と重ならないようにする。また、12:OO～ 13:30を食事

時間とすること。     、



(3)食事は栄養バランス、調理方法、衛生面等の配慮がなされたものであること。また、軟図形食対応

ができること。

(4)宿 泊に踏要な荷物を児童が持ち運しSミ ことは困難である。配送業者を通じて事前に宿舎に配送でき

ること。また、宿泊先から岡山東支援学校へ |1月 2日 (月 )着で配送できること。

7安全・事故対策等について、次の事項を遵守し、またその内容を記載すること

(I)事故防止及び安全対策について記載すること(訪問先、宿舎、食事場所等のAED設置の有無に

ついて記載すること。)        ´

(2)緊急時の連絡体制について記載すること。

(3)福祉タクシーは、営業登録してある事業者であること。

(4)旅行傷害保険 (救援費用の補償を含む)にカロ入すること。

(5)物損保険に加入すること。

(6)キャンセル保険に加入すること。

10その他の条件、連守事項について

(|)行程提案書および見積書を提出すること。(可 能なところで、宿舎や訪問先のパンフレット等を添

付すること。)

(2)添乗員は晃要ない。
‐(3)福祉タクシーは全行程同一会社とする。

(4)」 R線は、団体乗車券を発行すること。団体乗車券を発行できない場合は障害者割引を適用するこ

と。

(5)個人の大型の荷物については、宅配業者による配送とし、学校と現地の往復の送料は旅行費用に

含めること。

(6)見積書は、今和8年 5月 十日現在の料金で作成すること。

(7)行程提案書もしくは見積書には、宿泊施設名を記載すること。

(3)見積書の金額は、十人あたりの費用とし、詳細な内訳を記載すること。

(9)雖要に応じて事前資料の提出及びヒアリングに応じること。

以 上



別紙

岡山県立岡山東支援学校修学旅行実施事業

肢体不自由部門 (小学部 中学部 高等部)

矢口的障害部門 (小学部 中学部)

今和 8年度 修学旅行 プロポーザル実施 日程

1 実施 日程

(持参にあっては、土曜 日、 日曜 日及び祝 日を除 く午前 8時 30分～午後 5時 )

2 問い合わせ先

岡山県立岡山東支援学校

住所    :〒 703‐8216 岡山市東区宍甘 1018

電話    :086-279-3020
FAX    :086-279-6973 ,
電子メール :higasisien@prё iokayama.jp

I (電 子メールの件名に「【R8修学旅行】」の文字を含めること)

担当者  :永 湛 (主幹教諭 )、 佐宮(副校長)

期 日 提出書類

仕様書等の配付
今和 7年 5月 1日 (木 )

参加申込書提出期FR

今和 7年 5月 15日 (木 )

午後 5時 まで (挺着)

【持参又は郵送】

参加申込書 (別紙様式 I)1部

実施要領、仕様書に

関する質問 (任意)

今和 7年 5月 15日 (木 )

午後 5時 まで (雖着)

【持参、郵送、電子メール】

質問書 (様式任意)1部

行程提案書等

提出期限

今和 7年 5月 26日 (月 )

午後 5時 まで (始着)

【持参又は郵送】

行程提案書 (様式任意 )

仕様書 ごとに I都

見積書 (様式任意)

仕様書ごとに 1部

審査結果通矢ロ
今和 7年 6月 27日 (金)ま で


